
(57)【要約】

【課題】　トグルクランプの部品点数と製作工数を減し

て、大幅なコストダウンを図る。

【解決手段】　基台ブラケット１と、該基台ブラケット

１に一端部が回動自在に支持されたハンドルレバー２と

、該ハンドルレバー２の途中に一端部が回動自在に支持

されると共にハンドルレバー２とは概ね反対側へと延び

る引掛け部材６よりなるトグルクランプにおいて、ハン

ドルレバー２に窓孔２８を明け、基台ブラケット１に一

体に形成されたロックレバーホルダー１８に枢支した爪

付きロックレバー２０をロック用ばね２３により一方へ

付勢し、クランプ時に爪付きロックレバー２０の爪２０

ａが窓孔２８の端縁に弾性的に噛み合うようにしている

ことを特徴とするトグルクランプである。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 台 ブ ラ ケ ッ ト と 、 該 基 台 ブ ラ ケ ッ ト に 一 端 部 が 回 動 自 在 に 支 持 さ れ た ハ ン ド ル レ バ ー
と 、 該 ハ ン ド ル レ バ ー の 途 中 に 一 端 部 が 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に ハ ン ド ル レ バ ー と は
概 ね 反 対 側 へ と 延 び る 引 掛 け 部 材 よ り な る ト グ ル ク ラ ン プ に お い て 、 ハ ン ド ル レ バ ー に 窓
孔 を 明 け 、 基 台 ブ ラ ケ ッ ト に 一 体 に 形 成 さ れ た ロ ッ ク レ バ ー ホ ル ダ ー に 枢 支 し た 爪 付 き ロ
ッ ク レ バ ー を ロ ッ ク 用 ば ね に よ り 一 方 へ 付 勢 し 、 ク ラ ン プ 時 に 爪 付 き ロ ッ ク レ バ ー の 爪 が
窓 孔 の 端 縁 に 弾 性 的 に 噛 み 合 う よ う に し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 ト グ ル ク ラ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の ト グ ル ク ラ ン プ に お い て 、 上 記 引 掛 け 部 材 を ハ ン ド ル レ バ ー に 回 動 自 在
に 支 持 さ れ た 長 ナ ッ ト と 、 上 記 長 ナ ッ ト に 螺 合 し た フ ッ ク ボ ル ト と 、 上 記 フ ッ ク ボ ル ト に
螺 合 し て フ ッ ク ボ ル ト の 長 さ を 固 定 す る ロ ッ ク ナ ッ ト と で 構 成 し た 、 ト グ ル ク ラ ン プ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 板 金 組 立 工 程 、 機 械 加 工 工 程 等 に お い て ワ ー ク を ク ラ ン プ す る 場 合 、 箱 体
に 蓋 を ク ラ ン プ す る 場 合 あ る い は コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 製 造 用 の 上 下 型 を ク ラ ン プ す る 場
合 等 、 各 種 被 ク ラ ン プ 部 材 同 士 を 結 合 す る の に 採 用 す る こ と の で き る ト グ ル ク ラ ン プ に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 技 術 と し て は 、 た と え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た ト グ ル ク ラ ン プ が あ り 、 図 ６ に
示 す よ う に 、 一 方 の 被 ク ラ ン プ 部 材 Ｗ １ に 、 基 台 ブ ラ ケ ッ ト １ を 固 着 し 、 該 基 台 ブ ラ ケ ッ
ト １ に は 、 ２ 分 割 支 軸 ３ を 介 し て ハ ン ド ル レ バ ー ２ を 回 動 自 在 に 支 持 し 、 該 ハ ン ド ル レ バ
ー ２ の 途 中 に 枢 支 ピ ン ４ を 介 し て 引 掛 け 部 材 ６ を 回 動 自 在 に 支 持 し 、 他 方 の 被 ク ラ ン プ 部
材 Ｗ ２ に は 、 フ ッ ク 受 け ５ を 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ハ ン ド ル レ バ ー ２ を 緩 め た 状 態 で 引 掛 け 部 材 ６ を 相 手 部 材 Ｗ ２ の フ ッ ク 受 け ５ に 係 合 し
、 ハ ン ド ル レ バ ー ２ を 矢 印 Ｒ １ 方 向 に 回 動 す る こ と に よ り 引 掛 け 部 材 ６ を 引 き 締 め 、 死 点
越 え さ せ る こ と に よ り 、 実 線 で 示 す よ う に ク ラ ン プ す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 反 対 に ク ラ ン プ 解 除 す る 場 合 に は 、 ハ ン ド ル レ バ ー を 矢 印 Ｒ ２ 方 向 に 戻 し 、 引 掛 け 部 材
６ と フ ッ ク 受 け ５ と の 係 合 を 解 除 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ６ ３ － １ ３ ６ ９ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が 上 記 従 来 技 術 に お い て は 、 ハ ン ド ル レ バ ー ２ を 実 線 で 示 す ク ラ ン プ 状 態 に 保 持
す る た め の ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ ａ 保 持 用 の 板 金 製 の レ バ ー ホ ル ダ ー １ ８ ａ の 本 体 は 基 台 ブ ラ
ケ ッ ト １ の 底 板 に ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ て い る 。 そ の た め 、 基 台 ブ ラ ケ ッ ト １ の 他 に レ バ ー ホ
ル ダ ー １ ８ ａ を 用 意 し 、 か つ ス ポ ッ ト 溶 接 す る 必 要 が あ り 、 部 品 点 数 ば か り で な く 製 作 工
数 が 増 し 、 大 幅 な コ ス ト ア ッ プ に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か も 上 記 の よ う な ト グ ル ク ラ ン プ は 、 １ 対 の 被 ク ラ ン プ 部 材 に つ い て 、 通 常 複 数 個 設
け ら れ て お り 、 そ の 数 は 、 １ 対 の 被 ク ラ ン プ 部 材 に 対 し 数 十 か ら 数 百 個 の ク ラ ン プ を 装 備
し て い る 。 従 っ て 全 体 と し て の コ ス ト は 甚 大 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 願 の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 低 コ ス ト の ト グ ル ク ラ ン プ を 提 供 す る こ と を 目
的 と し て お り 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 目 的 に 加 え 、 ロ ッ ク ナ ッ ト の 長 さ を 固 定 し て
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ク ラ ン プ 状 態 に お い て 確 実 に ロ ッ ク を 保 つ こ と が で き る よ う に す る こ と も 目 的 と し て い る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 願 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 基 台 ブ ラ ケ ッ ト と 、 該 基 台 ブ ラ
ケ ッ ト に 一 端 部 が 回 動 自 在 に 支 持 さ れ た ハ ン ド ル レ バ ー と 、 該 ハ ン ド ル レ バ ー の 途 中 に 一
端 部 が 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る と 共 に ハ ン ド ル レ バ ー と は 概 ね 反 対 側 へ と 延 び る 引 掛 け 部 材
よ り な る ト グ ル ク ラ ン プ に お い て 、 ハ ン ド ル レ バ ー に 窓 孔 を 明 け 、 基 台 ブ ラ ケ ッ ト に 一 体
に 形 成 さ れ た ロ ッ ク レ バ ー ホ ル ダ ー に 枢 支 し た 爪 付 き ロ ッ ク レ バ ー を ロ ッ ク 用 ば ね に よ り
一 方 へ 付 勢 し 、 ク ラ ン プ 時 に 爪 付 き ロ ッ ク レ バ ー の 爪 が 窓 孔 の 端 縁 に 弾 性 的 に 噛 み 合 う よ
う に し て い る こ と を 特 徴 と す る ト グ ル ク ラ ン プ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の ト グ ル ク ラ ン プ に お い て 、 上 記 引 掛 け 部 材 を ハ
ン ド ル レ バ ー に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ た 長 ナ ッ ト と 、 上 記 長 ナ ッ ト に 螺 合 し た フ ッ ク ボ ル ト
と 、 上 記 フ ッ ク ボ ル ト に 螺 合 し て フ ッ ク ボ ル ト の 長 さ を 固 定 す る ロ ッ ク ナ ッ ト と で 構 成 し
た 、 ト グ ル ク ラ ン プ で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 発 明 に よ る と 、 ロ ッ ク レ バ ー ホ ル ダ ー １ ８ が 基 台 １ に 一 体 に 形 成 さ れ て い る の で 、
部 品 数 と 製 作 工 数 が 減 り 、 大 幅 な コ ス ト ダ ウ ン が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 ク ラ ン プ す る 場 合 に お い て も 、 フ ッ ク ボ ル ト １ ０ の 長 さ が ロ ッ ク ナ ッ ト １ ２ に よ
り 固 定 さ れ る の で 、 正 確 な ロ ッ ク 状 態 が 確 保 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
　 図 １ 及 び 図 ２ は 、 本 願 発 明 を 適 用 し た ト グ ル ク ラ ン プ の ク ラ ン プ 解 除 時 の 状 態 を 示 し て
お り 、 基 台 ブ ラ ケ ッ ト １ 、 ハ ン ド ル レ バ ー ２ 、 支 軸 ３ 、 枢 支 ピ ン ４ 、 フ ッ ク 受 け ５ 及 び 引
掛 け 部 材 ６ に つ い て は 、 前 記 図 ６ と 同 じ 形 態 を し て い る の で 、 図 ６ と 同 じ 符 号 を 付 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 基 台 ブ ラ ケ ッ ト １ は 、 図 ２ の よ う に 断 面 形 状 が 上 向 き コ の 字 形 に 形 成 さ れ る と 共 に 被 ク
ラ ン プ 部 材 の 一 方 の 部 材 Ｗ １ に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ハ ン ド ル レ バ ー ２ は 、 そ の 基 端 部 が 基 台 ブ ラ ケ ッ ト １ の 上 端 部 に 左 右 ２ 分 割 式 の 支 軸 ３
を 介 し て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て お り 、 図 １ に 示 す よ う に ハ ン ド ル レ バ ー ２ の 長 さ 方 向 の 範
囲 の う ち 、 先 端 側 の 範 囲 Ｌ １ は 断 面 形 状 が 下 向 き コ の 字 形 に 形 成 さ れ 、 支 軸 側 の 範 囲 Ｌ ２
は 断 面 形 状 が 前 後 １ 対 の 壁 の み か ら な る ニ の 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 引 掛 け 部 材 ６ は 、 フ ッ ク ボ ル ト １ ０ と 、 断 面 形 状 六 角 形 の 長 ナ ッ ト １ １ か ら 構 成 さ れ て
お り 、 長 ナ ッ ト １ １ は そ の 前 端 部 が 枢 支 ピ ン ４ を 介 し て ハ ン ド ル レ バ ー ２ の 途 中 部 分 （ 範
囲 Ｌ ２ 内 ） に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ 、 フ ッ ク ボ ル ト １ ０ は 長 ナ ッ ト １ １ に 長 さ 調 節 可 能 に 螺
合 す る と 共 に ロ ッ ク ナ ッ ト １ ２ に よ り 所 定 長 さ で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 引 掛 け 部 材 ６ を ハ ン ド ル レ バ ー ２ に 対 し て 一 定 角 度 起 立 さ せ る た め に 、 図 ３ に 示 す よ う
に 支 軸 ３ 部 分 に 板 ば ね １ ４ を 装 着 し 、 該 板 ば ね １ ４ の 舌 部 １ ４ ａ に よ り 、 長 ナ ッ ト １ １ の
支 軸 ３ 部 分 よ り 少 し 後 側 （ フ ッ ク ボ ル ト 側 ） を 支 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 板 ば ね １ ４ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 断 面 形 状 が 上 向 き コ の 字 形 の 取 付 部 １ ４ ｂ の 底 壁 部
分 に 、 前 方 に 突 出 す る 上 記 舌 部 １ ４ ａ が 一 体 に 形 成 さ れ 、 取 付 部 １ ４ ｂ の 両 側 壁 に 取 付 孔
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１ ６ が 形 成 さ れ 、 各 取 付 孔 １ ６ 部 分 が 図 ２ に 示 す よ う に 左 右 の 各 支 軸 ３ に よ り 嵌 合 支 持 さ
れ て い る 。 ま た 、 取 付 部 １ ４ ｂ の 両 側 壁 の 上 端 に 形 成 さ れ た 折 曲 部 １ ４ ｃ を ハ ン ド ル レ バ
ー ２ の 後 部 上 端 縁 に 係 合 す る こ と に よ り 、 ハ ン ド ル レ バ ー ２ に 対 す る 回 り 止 め と し て お り
、 こ れ に よ り 、 基 台 ブ ラ ケ ッ ト １ に 対 し て ハ ン ド ル レ バ ー ２ と 一 体 的 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ハ ン ド ル レ バ ー ２ を ロ ッ ク 状 態 に 維 持 す る ロ ッ ク 機 構 を 説 明 す る 。 図 １ に お い て 、 基 台
ブ ラ ケ ッ ト １ の 底 板 の 前 端 部 に は 上 向 き コ の 字 形 の ロ ッ ク レ バ ー ホ ル ダ ー １ ８ が 一 体 に 形
成 さ れ て お り 、 該 ホ ル ダ ー １ ８ に は ピ ン １ ９ を 介 し て Ｌ 字 形 の 爪 付 き ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ の
中 央 部 が 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ の 上 向 き 腕 部 分 の 上 端 部 に は 後 方
へ と 突 出 す る 爪 ２ ０ ａ が 一 体 に 形 成 さ れ 、 爪 部 ２ ０ ａ に は 傾 斜 カ ム 面 ２ １ が 形 成 さ れ て い
る 。 爪 付 き ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ の 水 平 腕 部 ２ ２ は 後 方 へ と 延 び る と 共 に コ イ ル ば ね ２ ３ に よ
り 下 方 へ と 付 勢 さ れ 、 ホ ル ダ ー １ ８ の 底 面 に 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 コ イ ル ば ね ２ ３ は 図 １ の よ う に ピ ン １ ９ に 巻 か れ る と 共 に 、 一 端 部 が ロ ッ ク レ バ ー 水 平
腕 部 ２ ２ の 上 縁 に 係 合 し 、 他 端 部 が 基 台 ブ ラ ケ ッ ト １ の 側 壁 に 形 成 さ れ た ス ト ッ パ ー 片 ２
６ の 下 面 に 係 合 し 、 こ れ に よ り 、 ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ に 矢 印 Ａ １ 方 向 へ の 回 転 力 を 与 え て い
る 。 一 方 、 図 ３ に 示 す よ う に ハ ン ド ル レ バ ー ２ に は 爪 付 き ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ に 対 応 す る 位
置 に ス リ ッ ト 状 の 窓 孔 ２ ８ が 形 成 さ れ て お り 、 図 ５ の よ う に ク ラ ン プ 時 に 爪 付 き ロ ッ ク レ
バ ー ２ ０ の 爪 ２ ０ ａ が 上 方 へ 突 出 し た 状 態 で 係 合 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ は ク ラ ン プ 状 態 を 示 し て お り 、 引 掛 け 部 材 ６ は 板 ば ね １ ４ を た わ ま せ た 状 態 で 相 手
側 フ ッ ク 受 け ５ に 係 合 し て お り 、 ハ ン ド ル レ バ ー ２ の 回 動 支 点 Ｏ １ に 対 し て 、 引 掛 け 部 材
６ の 枢 支 点 Ｏ ２ と フ ッ ク 係 合 点 Ｏ ３ と を 結 ぶ 線 Ｃ １ が 、 被 ク ラ ン プ 部 材 側 へ と 越 え た 状 態
と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ の 先 端 爪 ２ ０ ａ は 、 ハ ン ド ル レ バ ー ２ の 窓 孔 ２ ８ を 貫 通 し て 、
そ の 端 縁 部 分 に 係 合 し 、 ク ラ ン プ 状 態 を 確 実 に 保 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ク ラ ン プ を 解 除 す る 場 合 に は 、 ハ ン ド ル レ バ ー ２ を 保 持 し た 手 の 親 指 を 爪 ２ ０ ａ の 傾 斜
カ ム 面 ２ １ に か け て 、 爪 ２ ０ ａ を ば ね ２ ３ に 抗 し て 前 方 へ と 倒 し て 窓 孔 ２ ８ か ら 外 し 、 ハ
ン ド ル レ バ ー ２ を 矢 印 Ｒ ２ 方 向 へ 引 き 上 げ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ハ ン ド ル レ バ ー ２ の 引 上 げ 動 作 に お い て 、 死 点 越 え し た 後 は 、 引 掛 け 部 材 ６ は フ ッ ク 受
け ５ か ら 後 方 へ と 外 れ る と 共 に 、 板 ば ね １ ４ の 弾 性 力 に よ り 、 図 １ に 示 す よ う に ハ ン ド ル
レ バ ー ２ に 対 し て 一 定 角 度 θ 起 立 す る こ と に よ り 、 フ ッ ク 受 け ５ か ら 上 方 へ と 一 定 距 離 は
な れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 状 態 に お い て 、 被 ク ラ ン プ 部 材 Ｗ １ 、 Ｗ ２ 同 士 は フ ッ ク ボ ル ト １ ０ に 邪 魔 さ れ る こ
と な く 、 簡 単 に 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 爪 付 き ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ は 、 ハ ン ド ル レ バ ー ２ か ら 外 れ る と コ イ ル ば ね ２ ３ の 力
に よ り Ａ １ 方 向 に 戻 り 、 水 平 腕 部 ２ ２ が レ バ ー ホ ル ダ ー １ ８ の 底 板 に 圧 接 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に ク ラ ン プ す る 場 合 に は 、 ま ず 、 両 被 ク ラ ン プ 部 材 Ｗ １ ， Ｗ ２ を 合 わ せ る が 、 こ の と
き フ ッ ク ボ ル ト １ ０ は 図 １ に 示 す よ う に ハ ン ド ル レ バ ー ２ に 対 し て 起 立 状 態 に 保 た れ て お
り 、 従 来 の よ う に 垂 れ 下 が る こ と は な い の で 、 フ ッ ク ボ ル ト １ ０ を 手 で 持 ち 上 げ る 必 要 は
な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て ハ ン ド ル レ バ ー ２ を 矢 印 Ｒ １ 方 向 に 倒 す 場 合 に 、 同 時 に 引 掛 け 部 材 ６ を 板 ば ね １
４ に 抗 し て 押 し 下 げ て フ ッ ク 受 け ５ に 係 合 し て お く 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ハ ン ド ル レ バ ー ２ に よ る ク ラ ン プ の 最 終 工 程 に お い て 、 窓 孔 ２ ８ の 縁 は 待 機 中 の カ ム 面
２ １ に 衝 合 し 、 爪 付 き ロ ッ ク レ バ ー ２ ０ は ば ね ２ ３ の 弾 性 力 に 抗 し て ピ ン １ ９ を 中 心 と し
て 矢 印 Ａ ２ 方 向 へ 一 旦 回 動 し て 窓 孔 ２ ８ を 通 過 し た 後 、 窓 孔 ２ ８ の 端 縁 に 噛 み 合 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
［ そ の 他 の 実 施 の 形 態 ］
（ １ ） 引 掛 け 部 材 と し て は 、 図 ４ の よ う に 長 ナ ッ ト に フ ッ ク ボ ル ト を 螺 着 し た 構 造 の 他 に
、 長 ナ ッ ト に 、 通 常 の 長 い 直 線 状 の ボ ル ト を 螺 合 し 、 該 ボ ル ト の 先 端 頭 部 を 相 手 側 受 け 部
材 の 溝 等 に 係 合 す る 構 成 で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ２ ） 引 掛 け 部 材 を 起 立 状 態 に 維 持 す る ば ね 部 材 と し て 、 板 ば ね の 他 に 、 コ イ ル ば ね 等 各
種 ば ね を 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 を 適 用 し た ト グ ル ク ラ ン プ の １ 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の III－ III断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 板 ば ね 単 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ク ラ ン プ 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 例 の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 　 基 台 ブ ラ ケ ッ ト
　 ２ 　 ハ ン ド ル レ バ ー
　 ３ 　 支 軸
　 ５ 　 フ ッ ク 受 け （ 受 け 部 材 ）
　 ６ 　 引 掛 け 部 材
　 １ ０ 　 フ ッ ク ボ ル ト
　 １ １ 　 長 ナ ッ ト
　 １ ２ 　 ロ ッ ク ナ ッ ト
　 １ ８ 　 ロ ッ ク レ バ ー ホ ル ダ ー
　 ２ ０ 　 ロ ッ ク レ バ ー
　 ２ ０ ａ 　 爪
　 ２ ８ 　 窓 孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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